
これまで数々のステージで共演してきたクロマチックハーモニカの山下伶、パーカッションの

はたけやま裕、ジャズピアニストの細川千尋の３人が正式にトリオを結成。凛と美しく、優雅な

独自サウンドを組み上げていく新星ジャズトリオ「ＧＲＡＣＥ」は、どのような音をステージで響か

せるのだろうか。結成への思いからサウンドへのこだわりまで、３人に話を聞いた。

――GRACEはどのような経緯で結成
されたトリオなんですか？

山下 「かわさきジャズ」で初めて3人で
顔合わせをしたんですが、お互いのこと
を良く知らない時から、この3人で音を出
したらどうなるんだろう？という期待が
あったんです。3年連続で出演させてい
ただき、このトリオならではの音ができ始
めていることを掴みつつある中で、この3
人での演奏を続けたいと思うようになり
ました。そんな時にトリオを組むお話を頂
いて、さらに今までにないサウンドが生ま
れたように思います。これからがすごく
楽しみですね。

はたけやま 最初から手ごたえは感じて
いたんですよ。それに音楽的な相性もも
ちろんなんですけど、人柄の相性も大切
じゃないですか。そういう部分でもどんど
ん仲良くなってきて、続けたい気持ちは
あったんです。本格的にトリオで始動し
てからは、ガラッと雰囲気も変わりました。
それまではカラフルジャズというコンセプ
トだったんですが、名前がGRACEに決
まってから、衣装の雰囲気も変わってき
ましたね。

細川 結構ポップな楽曲を「かわさき
ジャズ」ではやっていたんですよ。なので、
GRACEになってクラシックの楽曲を取り
上げると、一気に洗練された感覚になり

ました。それも、以前にいろんな楽曲を
この3人でやってきていたから。この3人
だからこのサウンドが出るよね、っていう
イメージが付きやすかったんだと思いま
す。GRACEとしてやっていくことになって、
いろいろそぎ落とされて、より洗練したよ
うに思います。

――それぞれ違う音楽的なバックグラ
ウンドがあるかと思うのですが、みなさ
んが音楽を始めたきっかけやプロにな
ろうと決意したタイミングを教えてくださ
い。

細川 私は母がピアノの先生だったので、
おもちゃ代わりにピアノを触っていたんで
す。その延長線上で、ずっとピアノを続
けていたんですが、プロになろうと思った
のは、2013年のモントルー・ジャズ・フェ
スティバルに出たとき。その頃、私は弾く
方に進むのか、それとも作る方なのかを
悩んでいたんですが、あの場で、弾く側
の人間としてパフォーマンスしていきた
いと思いました。やっぱり、ジャズのその
場で作り上げていく感覚は楽しいですね。
GRACEでも、楽屋の雰囲気がそのまま
演奏に反映されている感じがします
（笑）

はたけやま ピアノを4歳から習っていま
したが、パーカッションは友人の見学に
付き添いのつもりだった吹奏楽部で激し
く勧誘されたのがきっかけ。アルトサック
スをやりたかったんですけど、リズム感が
いいから、とパーカッションになったんで
す。だから、最初は好きじゃなかった
（笑）。でも、「向いてるから続けた方が
いい」と言ってくださる方がいて、その方
がプロの奏者を紹介してくださったんで
す。それでその気になって、音大を目指
すようになりました。大学卒業時には日
本打楽器協会新人演奏会で最優秀賞
をいただきましたが、その時に私はもっと
いろいろなジャンルの人と演奏がしたい
し、いろいろな人に聞いていただきたいと
自覚しました。ジャズを始めたりしたのも、
いろいろなお誘いがあってのこと。ジャン
ルにこだわらずにいろいろ吸収して、自
分の表現を探したいと思ったのは、その
時だったかも知れません。

チケットを買って、先生のところを訪ねて
いました。そこからクロマチックハーモニ
カを続けてコンクールにも出ていたんで
すけど…これで最後にしよう、と思った3
度目のコンクールで総合グランプリをい
ただけて、この道を続けていいんだと思
えましたね。

――そんな3人が集まって作りあげる
GRACEのサウンドとはどのようなもの
なのでしょうか。

山下 やっぱり女性らしいサウンド感です
ね。3人が共通して”カッコ良さ”を求め
ている感じがして、リハーサルでもみん
なの意見が一致することが多かったん
です。千尋ちゃんがアレンジしてくれたク
ラシックの楽曲も、ヨーロピアンな香りが
して、その雰囲気もすごくGRACEらしい
サウンドなんだと肌で感じられました。

細川 クラシックの作品をアレンジすると
きに難しいと思う部分は、キレイになりす
ぎてしまうことなんです。クラシックの世
界観を大事にしすぎてグルーヴ感が失
われてしまうと、ジャズが好きな私として
は少し物足りないんですね。そのあたり
の認識が3人で共通しているのは強みだ
と思います。特に、裕さんのグルーヴ感
がすごいんですよ。世界を変えてくれる
のが裕さんですね。裕さんがすごく大き
なアレンジをやってくださっていて、私は
ちょっと音楽的なちょっかいをかけてい
る感じ（笑）。そして伶ちゃんが真っすぐ
な音でメロディを美しく奏でてくれている。
そのバランスが絶妙なんですよ。
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はたけやま 楽曲もみなさんが良く知っ
ている曲を取り上げていますし、それを
きらりホールの場で作っていくとこんなふ
うに変わっていくんだ！という変化を楽し
んでいただくのも1つ。よく知っている曲
の、この場所ならではの変化を楽しんで
もらえたら。

細川 ジャズは静かにシーンと聴いてい
なきゃいけない、というものでもないんで
す。客席のみなさんにも参加していただ
くような雰囲気があるんじゃないかと思
いますので、ぜひ一緒にスイングして楽
しんでいただければと思います！

――素敵なステージを期待していま
す！ 本日はありがとうございました。

インタビュー・文／宮崎新之
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そういうバックグラウンドがあるからこそ、
自分の大きなものがあると思うんですよ
ね。千尋ちゃんが言うように、音楽的
な”ちょっかい”に対して、私も面白くなっ
ちゃって、またそこから広げて行ったりす
るんです。そうやってワーッとやっている
2人の音を、キレイな音色で伝えてくれ
るのが伶ちゃん。だから、キレイな方向
にもアグレッシブな方向にも3人で行ける。
今日みんなの話を聞いていて、改めて
納得できました。

――きらりホールでのステージでは、
どのような演奏になりそうでしょうか。

細川 クラシックのアレンジ曲は多めに
なると思います。ただ、そのアレンジを誰
がするのかはまだ決めてないんですよ。
本当にそれぞれのカラーもあるし、特に
裕さんのアレンジは難しいんです（笑）。
いつも練習は部活みたいな感じになりま
すね。

はたけやま どうしてもリズムでのアレン
ジが多くなるので…。最近だと、落語の
出囃子をジャズでアレンジしたりもしたん
ですけど、そういう感じで、いろいろなコ
ンセプトでやっています。楽曲さえ決まっ
てしまえば、私たちならどうにでもなると
いう音楽の信頼感はあるので、あんまり
決めすぎないでも大丈夫なんですよ。コ
ンセプトと、曲順などからコンサートのス
トーリーをつくっていくんですけど、私たち
ならその時々で最高のものを作っていけ
ると思っています。

山下 それで、いつかはGRACEならでは
のオリジナル曲も作りたい！ その曲も、
いつかお届けできたらと思います。

――今回のステージで初めてジャズに
触れるような方もいらっしゃると思いま
す。きらりホールでの演奏の楽しみ方
を教えてください。

山下 私は先日、ファミリーコンサートで
きらりホールにお邪魔したんですが、ファ
ミリーでいらっしゃっている方が多かった
んですよ。ホール自体にお客さんがつい
ていて、ここでやる公演をいつもご覧に
なっていらっしゃるんじゃないかという印
象でした。ジャズはこの場だけで作りあげ
られるもので、決められたものじゃないん
です。だから、きらりホールならではの雰
囲気も含めて楽しんでいただければと思
います。

山下 私の場合は、母がピアノ、父がトラ
ンペットをやっていて、小さいころから音
楽を学んではいましたが…それが、もの
すごく嫌で（笑）。ずっと「もう辞める！」っ
て言い続けていました。でも、吹奏楽部
でフルートをやるようになってから楽しく
なってきて、フルートで短大に進学した
んです。でも、フルート奏者ってたくさん
いるんですよ。それでも卒業後も続ける
人はほとんど居なかったし、私自身も今
後どうするのかわからない状態でした。
そんな時、アルバイトでラウンジ演奏をし
ていたんですけど、お客さまから映画音
楽の「ひまわり」を弾いてとリクエストを受
けたんです。当時はその曲を知らなかっ
たので、曲を調べてみたらたまたま動画
サイトでクロマチックハーモニカに出合っ
たんです。もう一音で聞き惚れてしまっ
て、すぐにアポを取ってお会いしたいと
お伝えして、1週間後には大阪行きの

はたけやま なんかすごく嬉しい（笑）。
そして、3人とも音大出身だなぁ、と思い
ました。でも、それだけの世界だとキレイ
になりすぎて、グルーヴって弱くなっちゃ
う。私に関しては、ジャズだけじゃなく、
ポップスだったりフラメンコだったりソウル
だったりロックだったり、もうジャンル問わ
ずにやっていくというのがこだわりで、
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